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「
町
村
総
会
」
に
か
か
る
地
方
自
治
法
の
合
憲
性
に
関
す
る
質
問
主
意
書

二
〇
一
七
年
六
月
十
二
日
、
高
知
県
土
佐
郡
大
川
村
議
会
に
お
い
て
、
村
長
が
村
議
会
の
廃
止
と
村
総
会
の
設
置
を
検
討
す

る
旨
を
表
明
し
た
。
そ
の
後
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
件
が
数
多
く
報
道
さ
れ
「
町
村
総
会
」
制
度
に
改
め
て
注
目
が

集
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
「
町
村
総
会
」
制
度
の
根
拠
法
は
地
方
自
治
法
で
あ
る
。
関
連
す
る
条
文
で
は
、

第
八
十
九
条

普
通
地
方
公
共
団
体
に
議
会
を
置
く
。

第
九
十
四
条

町
村
は
、
条
例
で
、
第
八
十
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
を
置
か
ず
、
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
会
を

設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
九
十
五
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
町
村
総
会
に
関
し
て
は
、
町
村
の
議
会
に
関
す
る
規
定
を
準
用
す
る
。

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
国
憲
法
で
は

第
九
十
三
条

地
方
公
共
団
体
に
は
、
法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設
置
す
る
。

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一



こ
の
た
め
、
憲
法
で
は
地
方
公
共
団
体
に
は
議
会
を
設
置
す
る
と
し
な
が
ら
、
地
方
自
治
法
で
議
会
を
置
か
な
い
場
合
の
規

定
を
定
め
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
違
憲
性
を
指
摘
す
る
向
き
も
散
見
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
疑
義
が
あ
る
中
で
は
、
今
後

「
町
村
総
会
」
を
選
択
し
よ
う
と
す
る
地
方
公
共
団
体
が
二
の
足
を
踏
む
こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
の
本

旨
に
則
り
、
地
方
公
共
団
体
が
自
律
的
に
統
治
制
度
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
法
的
整
合
性
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

以
下
を
質
問
す
る
。

一

地
方
自
治
法
第
九
十
四
条
は
合
憲
か
、
政
府
と
し
て
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

地
方
自
治
法
第
九
十
四
条
が
合
憲
で
あ
る
と
す
る
場
合
、
そ
の
根
拠
を
説
明
さ
れ
た
い
。
あ
る
い
は
違
憲
で
あ
る
と
す
る

場
合
、
そ
の
後
の
対
処
方
針
を
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


